
　
Ｊ
Ａ
は
11
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
の
サ
ン
ふ
じ「
賢
治
り
ん
ご
」の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
で
初

め
て
行
い
ま
し
た
。

　

セ
リ
を
前
に
、高
橋
専
太
郎
組
合
長
は「
今

年
も
最
高
の
出
来
栄
え
。
生
産
者
が
産
地
と

し
て
の
使
命
感
を
持
ち
、
徹
底
管
理
の
も
と

育
て
た
」と
力
強
く
ス
ピ
ー
チ
し
、
継
枝
弥

果
樹
副
部
会
長
や
畠
山
俊
彰
全
農
岩
手
県
本

部
長
、
佐
々
木
忍
花
巻
副
市
長
な
ど
、
８
人

が
買
参
人
に
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。
セ
リ
で
は

28
玉
級
で
30
万
円
の
高
値
が
つ
き
、
今
後
の

出
荷
に
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

　

市
場
は「
味
も
品
質
も
信
頼
し
て
お
り
仲

買
人
の
評
価
も
高
い
。売
り
場
は
確
保
す
る
」

と
、
更
な
る
入
荷
の
増
量
を
求
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
11
月
２
日
、
本
店
敷
地
内
に
あ
る

総
合
営
農
指
導
拠
点
セ
ン
タ
ー
で「
地
産
地

消
食
祭
展
」を
開
き
ま
し
た
。

　

サ
ト
イ
モ
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
管
内
各
地
域

の
特
産
物
の
ほ
か
、
野
菜
や
果
実
な
ど
地
元

農
畜
産
物
を
使
っ
た
26
品
の
料
理
を
提
供
。

組
合
員
や
地
域
住
民
な
ど
約
４
５
０
人
が
楽

し
み
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
管
内
の
南
部
杜

氏
が
手
掛
け
た
日
本
酒
や
大
迫
産
ブ
ド
ウ
を

使
用
し
た
ワ
イ
ン
な
ど
と
共
に
、
秋
の
味
覚

た
っ
ぷ
り
の
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

高
橋
専
太
郎
組
合
長
は「
管
内
に
あ
る
食

材
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
豊
か
さ
に
は
自
信
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
な
も
の
を
作

り
、
全
国
の
消
費
者
へ
安
定
的
に
届
け
て
い

く
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

北
上
市
は
11
月
18
日
、
北
上
地
域
営
農
セ

ン
タ
ー
（
同
市
流
通
セ
ン
タ
ー
）で「
二
子
さ

と
い
も
の
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
の

登
録
に
向
け
た
説
明
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｉ
保
護
制
度
は
、
生
産
物
を
地
域
の
共

有
財
産
と
し
て
保
護
す
る
制
度
で
す
。
同
日

は
、
市
や
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
な
ど
約
30
人
が
参

加
。
講
師
の
Ｇ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
東
北
統

括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
鈴
木
勝
美
さ
ん
が
現
在

登
録
さ
れ
て
い
る
産
品
を
例
に
出
し
、
登
録

後
に
取
引
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
や
生
産
者

の
意
欲
向
上
に
繋
が
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
た
ほ
か
、
市
が
二
子
さ
と
い
も
の
登
録
を

進
め
て
い
る
背
景
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、
12
月
14
日
ま
で
生
産
者
を
対

象
に
、
市
内
各
地
で
４
回
行
わ
れ
ま
す
。

　

み
な
み
支
店
は
11
月
12
日
、
支
店
駐
車
場

（
北
上
市
鬼
柳
町
）で「
第
４
回
み
な
み
支
店

農
業
ま
つ
り
」を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
開
催
日
を
休
日
に
し
、
芸
能
発

表
や
若
い
世
代
を
引
き
込
む
企
画
も
新
た
に

導
入
。
銀
河
の
し
ず
く
の
お
に
ぎ
り
や
豚
汁

の
お
振
る
舞
い
、
野
菜
や
加
工
品
販
売
な
ど

も
組
合
員
や
女
性
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

職
員
と
組
合
員
が
共
に
創
り
あ
げ
、
地
域
住

民
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
売
上
金

は
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

白
岩
宗
子
支
店
長
は「
こ
の
地
域
に
と
っ

て
み
な
み
支
店
が
必
要
不
可
欠
な
存
在
に
な

れ
る
よ
う
、
今
後
も
支
店
を
拠
り
所
に
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
」と
語

り
ま
し
た
。

「賢治りんご」30万円！ 糖度・蜜入り抜群！ 　大果大阪青果(株)でトップセールス管内の自慢食材が勢ぞろい 　地産地消食祭展

二子さといもＧＩ保護制度登録に向けて 　生産者へ説明会笑顔溢れるまつりに“地域と支店の繋がり”深まる 　みなみ支店農業まつり

　

農
林
中
央
金
庫
は
、東
日
本
大
震
災
の「
営

農
再
開
支
援
事
業
」と
し
て
、
Ｊ
Ａ
に
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
導
入
資
金
８
０
０
万
円
を
助
成

し
ま
し
た
。

　

大
槌
町
中
央
公
民
館
で
10
月
29
日
に
行
わ

れ
た
贈
呈
式
に
は
、
助
成
を
受
け
る
生
産
者

や
Ｊ
Ａ
、
同
金
庫
や
全
農
な
ど
が
参
加
し
、

髙
橋
勉
副
組
合
長
が
代
表
し
て
目
録
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
、
震
災
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
担
い
手
生
産
者
10
人
に
対

し
て
建
設
し
、
諦
め
か
け
て
い
た
営
農
再
開

や
新
た
な
作
物
へ
の
挑
戦
な
ど
、
被
災
地
の

営
農
復
興
に
大
き
な
力
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

農
林
中
央
金
庫
は
、
平
成
23
年
に
総
額

３
０
０
億
円
の
復
興
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創

設
し
、
利
子
補
給
や
低
利
な
復
興
ロ
ー
ン
、

リ
ー
ス
料
助
成
と
い
っ
た
金
融
面
の
ほ
か
、

園
芸
施
設
導
入
や
生
産
資
材
購
入
の
支
援
、

販
路
拡
大
と
い
っ
た
、
幅
広
い
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

花
巻
農
業
高
等
学
校
の
食
農
科
学
科
２
年

生
の
食
育
研
究
班
８
人
は
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
花
巻
店
と
、「
岩
手
う
ま
い
も
の
弁
当
」

を
共
同
開
発
し
、
11
月
２
日
〜
６
日
に
同
店

舗
で
３
４
０
個
を
限
定
販
売
し
ま
し
た
。

　

献
立
は「
地
産
地
消
」と「
健
康
・
減
塩
」に

こ
だ
わ
り
、
内
容
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
全
て
高

校
生
が
考
案
。
今
年
２
月
か
ら
開
発
を
始

め
、
同
店
と
試
作
や
協
議
を
繰
り
返
し
て
完

成
し
ま
し
た
。
同
班
が
世
代
交
代
を
経
て
商

品
化
さ
せ
た
三
陸
産
サ
ン
マ
入
り
ハ
ン
バ
ー

グ「
さ
ん
ま
ー
ぐ
」を
は
じ
め
、
県
産
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
お
か
ず
７
品
に
雑

穀
ご
飯
を
加
え
、
彩
り
豊
か
に
仕
上
げ
、
税

込
み
６
４
５
円
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

同
班
長
の
藤
沼
栞
奈
さ
ん
は「
健
康
や
地

域
食
材
を
考
え
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な

れ
た
ら
嬉
し
い
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
さ
ん

が
目
指
し
て
い
る
”地
域
に
愛
さ
れ
る
商
品
“を

一
緒
に
作
れ
た
と
思
う
」と
話
し
ま
し
た
。

被災地の営農復興へ
農林中央金庫よりパイプハウス導入資金助成

花農高校生が献立考案「岩手うまいもの弁当」
花巻市のイトーヨーカドーと共同開発・販売
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地 域

の 話
題

買参人や市場関係者に賢治りんごをアピールする高橋組合長（右）など会場内には、約20品の管内産のお酒も並びました

講師の鈴木さんの説明を真剣に聞く参加者来場者の声を聞いて周りながら交流を深める白岩支店長

「
被
災
地
の
活
性
化
に
役
立
て
ま
す
」と
目
録
を
受
け
取
る
髙
橋
副
組
合
長

９
日
か
ら
５
日
間
、
追
加
販
売
も
行
わ
れ
た
ほ
ど
好
評
だ
っ
た
弁
当
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